
（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
証
）

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
証
）

第
十
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
四
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可

を
し
た
と
き
、
又
は
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
を

し
た
と
き
は
、
様
式
第
九
号
（
優
良
産
業
廃
棄
物

処
分
業
者
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
九
号
の
二
）
に

よ
る
許
可
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
四
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可

を
し
た
と
き
、
又
は
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
を

し
た
と
き
は
、
様
式
第
九
号
（
令
第
六
条
の
十
一

第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
様
式
第
九
号

の
二
）
に
よ
る
許
可
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
の
変
更
の
許

可
の
申
請
）

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
の
変
更
の
許

可
の
申
請
）

第
十
条
の
九

（
略
）

第
十
条
の
九

（
略
）

２

第
九
条
の
二
第
二
項
（
第
十
五
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。）か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可

の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第
二

号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
変
更
に
係
る
事
業
」
と
、同
条
第
四
項
中「
次

条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
三
各
号
」と
、

同
条
第
五
項
中「（
申
請
者
が
優
良
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
十
四

条
第
二
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、直
前
の
二
事
業
年
度
）

に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
、
同
条
第

六
項
中
「
こ
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二

第
六
項
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
許
可
の
更
新
を

申
請
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
九
条
の
二
第
二
項
（
第
十
五
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。）か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
産
業
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可

の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第
二

号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
変
更
に
係
る
事
業
」
と
、同
条
第
四
項
中「
次

条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
三
各
号
」と
、

同
条
第
五
項
中「（
申
請
者
が
令
第
六
条
の
九
第
二

号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
十

四
条
第
二
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
前
の
二
事
業
年

度
）
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
、
同

条
第
六
項
中
「
こ
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条

の
二
第
六
項
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
許
可
の
更

新
を
申
請
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
十
条
の
四
第
二
項
（
第
九
号
に
係
る
部
分
を

除
く
。）か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
産
業
廃
棄

物
処
分
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
の
申
請

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と
あ
る
の
は

「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
、
第

六
号
及
び
第
七
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
変

更
に
係
る
事
業
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
次
条
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の
四
の
二
各
号
」と
、

同
条
第
四
項
中「（
申
請
者
が
優
良
産
業
廃
棄
物
処

分
業
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
十
四
条
第

３

第
十
条
の
四
第
二
項
（
第
九
号
に
係
る
部
分
を

除
く
。）か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
産
業
廃
棄

物
処
分
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
の
申
請

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と
あ
る
の
は

「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
、
第

六
号
及
び
第
七
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
変

更
に
係
る
事
業
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
次
条
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の
四
の
二
各
号
」と
、

同
条
第
四
項
中「（
申
請
者
が
令
第
六
条
の
十
一
第

二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第

七
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
前
の
二
事
業
年
度
）
に

係
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
、
同
条
第
五

項
中
「
こ
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の
四
第

五
項
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
許
可
の
更
新
を
申

請
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

十
四
条
第
七
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
前
の
二
事
業

年
度
）
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
」
と
、

同
条
第
五
項
中
「
こ
の
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

条
の
四
第
五
項
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
許
可
の

更
新
を
申
請
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
の

変
更
の
許
可
の
申
請
）

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
事
業
範
囲
の

変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
十
条
の
二
十
二

（
略
）

第
十
条
の
二
十
二

（
略
）

２

第
九
条
の
二
第
二
項
（
第
十
五
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。）か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
事
業
の
範
囲
の
変

更
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計

画
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、

同
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
事
業
」

と
あ
る
の
は
「
変
更
に
係
る
事
業
」
と
、
同
条
第

四
項
中
「
次
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の

十
二
の
二
各
号
」
と
、
同
条
第
五
項
中「（
申
請
者

が
優
良
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
法
第
十
四
条
第
二
項
の
許
可
の
更
新

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
直
前
の
二
事
業
年
度
）
に
係
る
」
と
あ
る
の

は
「
に
係
る
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
こ
の
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二
第
六
項
」
と
、
同
条

第
七
項
中
「
許
可
の
更
新
を
申
請
す
る
者
」
と
あ

る
の
は
「
申
請
者
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
九
条
の
二
第
二
項
（
第
十
五
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。）か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
事
業
の
範
囲
の
変

更
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計

画
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、

同
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
事
業
」

と
あ
る
の
は
「
変
更
に
係
る
事
業
」
と
、
同
条
第

四
項
中
「
次
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の

十
二
の
二
各
号
」
と
、
同
条
第
五
項
中「（
申
請
者

が
令
第
六
条
の
九
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
法
第
十
四
条
第
二
項
の
許
可
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
直
前
の
二
事
業
年
度
）
に
係
る
」
と
あ
る
の

は
「
に
係
る
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
こ
の
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
二
第
六
項
」
と
、
同
条

第
七
項
中
「
許
可
の
更
新
を
申
請
す
る
者
」
と
あ

る
の
は
「
申
請
者
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
十
条
の
四
第
二
項
（
第
五
号
及
び
第
九
号
に

係
る
部
分
を
除
く
。）か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第

十
条
の
十
六
第
三
項
の
規
定
は
、
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
処
分
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
の

申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と

あ
る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
に
係
る
事

業
」
と
、
同
項
第
四
号
中「
産
業
廃
棄
物
の
処
分
」

と
あ
る
の
は
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
分
」

と
、「
埋
立
処
分
及
び
海
洋
投
入
処
分
」
と
あ
る
の

３

第
十
条
の
四
第
二
項
（
第
五
号
及
び
第
九
号
に

係
る
部
分
を
除
く
。）か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第

十
条
の
十
六
第
三
項
の
規
定
は
、
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
処
分
業
の
事
業
の
範
囲
の
変
更
の
許
可
の

申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
計
画
」
と

あ
る
の
は
「
変
更
後
の
事
業
計
画
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
に
係
る
事

業
」
と
、
同
項
第
四
号
中「
産
業
廃
棄
物
の
処
分
」

と
あ
る
の
は
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
分
」

と
、「
埋
立
処
分
及
び
海
洋
投
入
処
分
」
と
あ
る
の
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